
銀行 API 実行環境 
 

銀行 API の利便性向上のために、銀行 API を利用する際に必要な機能を一部実装し

たものを AWS マーケットプレイスに出品しています 

https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-2oe46ip4fgf3y 
 

導入メリット 

開発コストの削減が可能でサービスに関するアプリケーション開発に集中可能! 
 

1. Open API認可フローの実装が不要 

2. アクセストークンの管理が不要 

3. SDKの組込が不要 

 

銀行 API 実行環境 機能概要 

⚫ OAuth2.0 の認可フロー 

⚫ アクセストークンの管理（リフレッシュトークンによるアクセストークンのリフレッシュ） 

⚫ API呼び出し機能（公開 SDK を使用） 

 

※当アプリケーションは OAuth 2.0 方式での認証のみ対応しております。 

※クライアント認証タイプはベーシック認証のみ対応しており、クライアントシークレット認証には対応しておりません。 

 

<API実行環境 構成イメージ> 

 

お問い合わせ : ichibar@gmo-aozora.com 

https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-2oe46ip4fgf3y
mailto:ichibar@gmo-aozora.com


銀行 API 実行環境 導入手順 

➢ OpenAPI 利用にあたっての準備 

1. GMO あおぞらネット銀行の口座開設 

https://gmo-aozora.com/business/account/ 

2. 銀行 API 接続申請 

https://gmo-aozora.com/pfbank/api-cooperation/ 

3. ドメイン取得（要 SSL証明書※） 

4. AMI を利用して EC2 インスタンスを作成 

5. API実行環境の各種設定 

 

※当アプリケーションは OAuth 2.0 方式での認証を行うため、https(ssl) に対応した API サーバーを構築する必要がありま

す。 

 

以降は、「4. AMI を利用して EC2 インスタンスを作成」「5. API実行環境の各種設定」について手順を説明し

ます。 

4. AMI を利用して EC2 インスタンスを作成 

  

https://gmo-aozora.com/business/account/
https://gmo-aozora.com/pfbank/api-cooperation/


4.1.  AWS マーケットプレイスで、AMI の利用登録を行う 

https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-2oe46ip4fgf3y 

 

リージョンとインスタンスタイプを選択し、サブスクライブ 

 
  

https://aws.amazon.com/marketplace/pp/prodview-2oe46ip4fgf3y


4.2. 利用規定に同意し、次に進む 

 

 

 

4.3. 内容を確認し、インスタンスの起動画面に進む 

 
  



4.4. 各種設定を行い、インスタンスを起動する 

 



4.5. EC2 インスタンスが起動されることを確認 

 

5. API実行環境の各種設定 

5.1. セキュリティグループを設定する  

インバウンドルールに「HTTP」「HTTPS」を追加 

その他、必要に応じてセキュリティグループを設定する 

 

5.2. Elastic IP の設定 

Elastic IP アドレスを割り当て、EC2 インスタンスに関連付ける 

※銀行 APIはソース IP にてアクセス制限をかけているため、固定 IP が必要です 

 

5.3. DNSの設定 

取得したドメインと、5.2.で割り当てた IP アドレスをもとに DNS を設定する 

  



5.4. SSL の設定（EC2 インスタンスに ssh等で接続して設定） 

証明書と鍵を EC2 インスタンスに配置し、`/etc/nginx/nginx.conf `内の証明書と鍵のパスを更新する 

（設定例） 

/etc/nginx/nginx.conf 

ssl_certificate     "/etc/nginx/ssl/server.crt"; 

ssl_certificate_key “/etc/nginx/ssl/server.key” 

 

5.5. アプリケーション用の環境変数を設定（EC2 インスタンスに ssh等で接続して設定） 

API 接続情報通知書に記載されている「クライアント ID」と「クライアントシークレット」、API 接続申請時に指定

したリダイレクト URL を設定する 

 

  /etc/environment 

CLIENT_ID='本番クライアント ID' 

CLIENT_SECRET='本番クライアントシークレット' 

REDIRECT_URI='本番リダイレクト URL' 

 

DEVELOP=”true” ← 開発環境に接続する場合は true、本番環境に接続する場合は false 

CLIENT_ID_DEV='開発クライアント ID' 

CLIENT_SECRET_DEV='開発クライアントシークレット' 

REDIRECT_URI_DEV=‘開発リダイレクト URL' 

 

SCPOE=’アクセス権限スコープ’ ← 例：private:account private:virtual-account 

 

5.6. アプリケーションを再起動（EC2 インスタンスに ssh等で接続して設定） 

Nginx、uWSGI を再起動して設定を反映 

> sudo systemctl restart nginx 

> sudo systemctl restart uwsgi 

 

手順は以上 

  



銀行 API 実行環境 API呼び出しサンプル 
 

➢ 認可処理（Oauth2.0） 

curl --location --request POST 'https://{取得したドメイン}/v1/authorization/' --form 

'sessionId="{任意の ID}"' 

 

✓ session_idが認可後のアクセストークンを管理するキーになりますので、sessionId を管理す

る必要があります 

✓ トークンエンドポイント（/token）は API実行環境内で自動的に呼び出します 

 

 

➢ 口座一覧 API 

curl --location --request GET 'https:// {取得したドメイ

ン}/corporation/v1/accounts?sessionId=’{認可処理にて指定したセッション ID}' 

 

✓ アクセストークンは API実験環境側でリクエストヘッダに設定します 

✓ クエリパラメータが必要な API については、API ドキュメントに従って設定してください 


